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査Jデータをもちいた (注 1)。調査対象は日本全国の一級水系の上流 ・下流地域に居住する満 20""'79歳の
男女 6400人であり 3段抽出法で抽出した。第 l段抽出単位は一級水系から 8水系を、第 2段は水系の

































人里 10% 皆伐 植えない
奥山 50% 皆伐 植える
人里 10% 皆伐 植える
人里 50% 抜き伐り 植える
奥山 50% 皆伐 植えない
奥山 10% 抜き伐り 植える
人里 50% 抜き伐り 植えない
奥山 10% 抜き伐り 植えない
効 用 値 は 、 各 属 性 の 潜 在 変 数 の 平 均 に 該 当 す る 。
潜 在 変 数 の 平 均 の 推 定 結 果 が 表 2 で あ り 、 平 均
値 が 大 き い ほ ど 、 計 画 案 評 価 の 際 に 人 び と が 属 性
と し て 重 視 し て い る 。 計 画 案 の 評 価 の 際 、 人 び と
は 「 後 施 業 」 を も っ と も 重 視 し 、 平 均 値 が 正 で あ
る こ と か ら 「 後 施 業 j の 水 準 と し て 「 植 え る 」 を
ふ く む 計 画 案 を 高 く 評 価 す る こ と が わ か る 。
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表 2 で は 、 「 候 補 地 ( 奥 山 ) J の 平 均 値 は 非 常 に
低 い が 標 準 偏 差 が か な り 大 き く 、 回 答 に 大 き な ば
ら つ き が あ る と 推 測 さ れ る 。 ど の 回 答 者 が 「 候 補
地 ( 奥 山 ) J を 重 視 し て い る の か 把 握 す る に は 、 効
用 値 の 個 人 差 が 評 価 で き る 構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ
に よ る コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 が 効 果 を 発 揮 す る 。
図 1 コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 の 初 期 モ デ 、 ル
4 . 森 林 伐 採 目 的 と 森 林 伐 採 計 画 案 に 対 す る 評 価
適 切 な 森 林 管 理 を お こ な う 際 の 伐 採 目 的 に 対 す る 賛 否 と 森 林 伐 採 計 画 案 に 対 す る 評 価 の 関 連 を 個 人
レ ベ ル で 、 捉 え る た め 、 伐 採 目 的 へ の 賛 否 と 4 種 の 計 画 案 属 性 の 相 関 係 数 を も と め た 結 果 が 表 3 で あ る 。
計 画 案 の 属 性 と の 関 連 で は 、 「 候 補 地 ( 奥 山 ) J が 「 木 材 自 給 率 向 上 」 と 負 の 相 関 関 係 に あ り 、 木 材 自
給 率 向 上 の た め の 森 林 伐 採 に 賛 成 す る 者 ほ ど 、 奥 山 で の 伐 採 に 否 定 的 ( 人 里 近 く で の 伐 採 に 肯 定 的 ) で
あ る こ と を 意 味 す る 。 ま た 、 「 伐 る 方 法 ( 抜 き 伐 り ) J や 「 後 施 業 ( 植 え る ) J と い っ た 属 性 は 、 「 森 林 環
境 保 全 J や 「 地 球 温 暖 化 防 止 へ の 貢 献 」 と い っ た 環 境
保 全 と 関 連 し た 森 林 伐 採 目 的 と の 関 連 が つ よ い 。
表 2 初 期 モ デ ル に お け る 推 定 値
近 年 、 森 林 の 多 面 的 機 能 が 指 摘 さ れ る が 、 木 材 と い
う 森 林 の 利 用 価 値 を 重 視 す る 者 は 伐 採 場 所 に こ だ わ り 、
環 境 保 全 や 温 暖 化 防 止 な ど 森 林 の 非 利 用 価 値 を 重 視 す
候 補 地 ( 奥 山 )
伐 る 対 象 ( 1 0 % )
伐 る 方 法 ( 抜 き 伐 り )
後 施 業 ( 植 え る )
定 数 項
る 者 は 伐 採 方 法 や 後 施 業 に こ だ わ る 傾 向 が み ら れ た 。
表 3 伐 採 目 的 な ら び に コ ン ジ ョ イ ン ト 属 ' 性 間 の 相 関 係 数
自 給 率 向 上 森 林 環 境 保 全 温 暖 化 防 止 奥 山 1 0 %  
木 材 自 給 率 向 上
森 林 環 境 保 全
.4 4 5  * *  
地 球 温 暖 化 防 止
.3 7 0  * *  
.6 9 4  * *  
候 補 地 ( 奥 山 ) - .2 1 5  * *  
ー .050
.0 3 4  
伐 る 対 象 ( 1 0 % )
一 .086
.0 5 0  
.121 * *  
.179 
伐 る 方 法 ( 抜 き 伐 り )
.091 * *  .2 0 4  * *  .123 * *  
一 .081
.0 8 4  
平 均 標 準 偏 差
0.008 0 .239 
0 .3 2 6  0.319 
0 .4 0 6  0 .4 53 
0 .8 5 7  0.935 
2 .144 0 .0 9 8  
抜 き 伐 り 植 え る
後 施 業 ( 植 え る )
.066 料
.1 2 4  * *  .129 * *  
.125 
.376 * *  
一 .0 6 9
* * : 1 % 水 準 で 有 意
( 注 1 ) 調 査 票 の 作 成 に あ た り 、 著 者 ら を ふ く む 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 5・ 2 I D E A 検 討 会 、 栗 山 浩 ー な
ら び に 只 木 良 也 両 博 士 の ご 協 力 を い た だ い た 。 こ こ に 記 し て 感 謝 し ま す 。
(注 2) 構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ に よ る コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 の 詳 細 に つ い て は 、 豊 田 秀 樹 編 『 共 分 散 構 造 分 析 [技 術 編 ] 一
ー 構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ 』 朝 倉 書 庖 (2003) 、 小 島 隆 矢 「 コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 に お け る 因 果 モ デ リ ン グ の 方 法 一 一
コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 の 手 法 に 関 す る 研 究 そ の 1 J~日本建築学会環境系論文集~ 5 9 2  :  67・ 7 4 (2005) な ど を 参 照 。
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